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                     文責 校長 井上博之    

 

※ 前号に引き続き、夏休み～9 月までの生徒の様子をお伝えします。 
 

〇 8.9 平和集会、平和学習 

8/9(金)に 2 階音楽室を主会場として、リモートによる平和集会を行い

ました。まず、平和実行委員長が挨拶を行いました。次にﾊﾝﾄﾞﾍﾞﾙ部によ

る「千羽鶴」の美しい演奏で、平和集会の雰囲気を厳かに高め、続いて各学年から

の発表に移りました。 

1 年生のテーマは“平和について「知る」”として、紙芝居「大人になれなかった弟」

を朗読し、その後「平和さるく」で学んだことを発表しました。 

2 年生のテーマは“平和について「深める」” として、「SDG‘s」の平和に関連する目

標 16 に着目し、貧困や差別、教育や平和、健康と福祉、戦争などについて発表しまし

た。 

3 年生のテーマは“平和について「発信する」”として、生徒が「平和をイメージして制作した絵手紙」

について発表しました。人種差別、世界の戦争、日常生活への感謝、思いやりなど、平和に関する

様々な思いを込めながら制作したことが伝えられました。各学級の平和実行委員が中心となり、学年

で行ってきた平和学習の成果、平和への思い等、それぞれ工夫して表現、発表していました。 

学年の発表の後、平和標語の発表、平和祈念式典の中継映像の視聴、そして

11 時 2 分にサイレンに合わせて全校で黙祷を行いました。その後、3 年生平和

実行委員が『平和宣言文』を発表しました。以下に最後の一部分を紹介します。 

“・・・この長崎に生まれた私たちは、これまでに戦争や平和について、多くのことを学んできました。こ

の世界を少しでも変えていくためには、平和を知り、平和の大切さを実感して、学んだことを発信できる

場を増やし、次の世代へと語り継いでいく必要があります。 

私たち橘中学校生徒一

同は、戦争の悲劇が起こ

らない平和な世界の実現

のために、次の３つのこ

とを目指します。“ 
 

この後の学校だよりで「第 1 回学校評価アンケート」の集計結果と分析を詳しくお伝えしていく予定で

すが、“平和教育”に関する質問に対する生徒の肯定的な回答がとても高い結果となりました。その理

由の１つは、多くの生徒が真剣に考え、取り組んできたこれまでの平和学習と、今回の平和集会の成

果だと考えています。 
 

〇 着任式 
  平和集会終了後に、7/23(火)から本校に着任された先生を同会場からリモートで紹介して着任式を

行いました。これからよろしくお願いします。 

 

一、平和の大切さ、戦争の悲惨さを忘れずに日々の生活を過ごします。 

一、被爆者の思いを大切にし、次の世代へと語り継ぎます。 

一、学校全体が笑顔であふれ、相手の思いを理解できる学校を目指します。 

 



〇 長崎市中学生議会 

8/19（月）～8/20（火)に“令和 6 年度長崎市中学生議会”が開催されました。

本校からは生徒代表として生徒会会長が参加しました。 

この事業では、本物の長崎市議会議場において長崎市立中学校の代表生徒

が集まり、2 つの議題「『いじめゼロ宣言』の実現にむけた全中学校での共通実

践」「スタジアムシティをいかした魅力的な長崎へのアイディア」について話し合い

ます。その中で、自分たちで決めたルールを自分たちの生活に反映させるという

地方自治の仕組みを学び、主権者意識や政治への参画意欲を高めること。安全・安心な学校や地

域づくりに貢献しようとする態度を育てること。人間関係形成・社会形成・課題解決能力など、キャリア

形成に必要な能力の向上を図ること等を目的としています。 

19 日に集合し、まず市議会についての説明とスタジアムシティの視察及び説明を受け、翌日の本

会議のための中学生議会委員会会議を行い、各委員会の提案書と発表用スライドを作成しました。

20 日の本番では、議長が進行しながら 2 つの議題について議論を行い、採決を行いました。最後

に、長崎市長が閉会の挨拶をおこない、閉会しました。 

将来、長崎や地域をけん引するであろう、前途有望なリーダー達が集まり、市議会議場で意見を主

張する姿がとても頼もしく見えました。とても貴重な経験になったと思います。 
 

〇 あじさいグローバルリーダー研修会 

8/22(木)に、長崎市歴史文化博物館で“第 4 回あじさいグローバルリーダ

ー研修会”が行われ、本校から 1 年生 1 名と 2 年生 1 名が参加しました。こ

の事業は、市内中学校から１・2年生１名ずつが長崎歴史文化博物館に集まり、展示を英語で

紹介したり発表したりする体験を行います。この体験活動をとおして、異なる言語や文化、

価値観を受容し、あらゆる人々との共生の道を探ろうとする豊かな心を育てること。長崎の

よさを再発見し、よりよい長崎の町づくりに貢献しようとする「担い手」を育てることをね

らいとしています。 

開会式の後、日本語と英語で展示物や長崎の歴史について、講師（学芸員）による講義が

行われ、班別ワークショップⅠと昼食をはさんでの班別ワークショップⅡが行われました。

２つのグループに分かれ、それぞれがツアー役、ガイド役をしながらグループツアーを体験

しました。楽しく学び、さらに英語や国際理解に対する興味関心が高まったようです。 
 

〇 平和学習発表会 

8/23(金)に、長崎市平和会館 3 階ホールで“長崎市中学校平和学習発表会”が

行われ、本校からは、平和実行員の 3 年生 4 名が参加しました。この事業は公益財

団法人長崎平和推進協会が主催し、長崎市内の中学生が一堂に会し、日頃取組ん

でいる平和学習の成果などの発表をとおして、各学校における生徒の平和への取り組

みを発展させる機会とするものです。開会の挨拶の後、10 人程度のグループに分か

れ、青少年ピースボランティアの方の進行で、各学校での取組を発表し感想を述べあ

いました。最後に親睦を深めるためのレクレーションを行いました。他校生徒と触れ合

いながら長崎の平和学習の成果を共有でき、貴重な学びとなりました。世界平和を推

進する人物の育成につながっています。 


